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哲
攣
研
究
　
　
第
五
ナ
ニ
號

相
封
的
愛
化
盗
塁
達
の
客
観
的
内
観
的
考
察

　
目
　
　
衣

三
．
内
観
的
考
察

　
工
刺
戟
閾

　
鉱
漸
な
る
意
義
に
於
け
る
刺
戟
閾

　
a
鍵
化
閾

　
盈
辮
溺
閾

　
翫
獲
化
閾
の
登
達

留
「
内
槻
弓
考
察

六
Q

楢
崎
淺
太
郎

　
　
　
　
　
弘
刺
戟
閾

余
は
本
誌
第
四
十
八
號
へ
大
正
九
年
三
月
）
に
鞭
て
．
歴
畳
の
相
野
的
憂
化
閥
を
純
客
観
的
に
測
定



，731

し
其
結
果
、
其
便
は
練
習
と
共
に
減
少
し
、
練
習
四
週
の
後
に
至
り
二
十
五
分
の
一
乃
至
百
分
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
も

に
達
し
て
止
む
こ
と
を
知
っ
た
。
こ
の
墾
化
閾
を
規
定
す
る
心
的
過
程
を
外
面
か
ら
警
察
し
て
、

二
種
の
座
畳
（
叉
は
刺
戟
）
を
辮
賞
す
る
泥
め
の
個
人
の
活
動
（
日
豊
α
q
冨
密
⇔
Φ
汐
＄
ロ
帰
島
び
撤
ぼ
Φ
砿
）
と
見
倣
し
、

各
個
入
は
か
、
る
活
動
の
可
能
性
を
有
し
て
居
る
と
考
へ
る
な
ら
ば
、
蓬
に
辮
別
性
（
q
暮
Φ
騒
。
ぼ
Φ
翻
の

送
熊
鼠
ぎ
算
Φ
§
或
は
皇
別
能
叉
は
生
別
力
等
の
概
念
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。
測
定
心
理
學
に
於

て
年
別
性
は
弊
刎
閾
（
憂
化
閾
）
の
倒
歎
で
示
し
得
る
と
云
ふ
の
ほ
、
正
に
乙
の
意
昧
の
辮
凝
性
に
外

な
ら
な
い
。
事
故
に
こ
の
盤
　
鯛
性
な
る
概
念
は
之
に
鷹
ず
る
糟
紳
生
活
を
其
者
と
し
て
あ
る
が

ま
＼
に
（
誤
、
δ
Φ
。
。
猿
鑑
ざ
げ
馨
）
内
観
し
て
得
禿
結
果
で
は
巧
く
し
て
、
ζ
れ
が
生
活
の
だ
め
に
く
あ
る
臼

的
を
達
す
る
た
め
に
）
如
何
な
る
役
に
立
つ
か
（
琶
Φ
①
巴
買
d
置
。
。
8
自
⑦
訟
冒
び
⑦
房
昏
げ
び
Φ
藝
哩
）
と
の
功
利

的
な
国
簿
ぽ
ぎ
匿
層
。
。
饗
ぎ
ご
α
q
圃
Φ
の
見
地
か
ら
生
じ
だ
概
念
で
あ
る
。

　
初
あ
て
墓
び
興
が
威
嚇
の
戴
受
性
を
測
定
し
、
之
が
起
因
と
な
っ
て
辮
別
性
の
測
定
竜
行
は
る

、
様
に
な
つ
カ
の
で
あ
る
が
署
Φ
ぴ
霞
が
威
受
性
及
び
携
刎
性
の
測
定
を
し
泥
の
は
、
全
く
算
用
的

の
見
地
で
あ
っ
π
。
周
①
o
｝
旨
霞
竜
此
織
に
於
て
は
亦
歪
く
同
一
で
あ
る
。
乙
の
實
用
的
の
見
地
は
、

云
は
ず
語
ら
ず
の
内
に
測
定
心
理
學
の
・
奥
底
に
潜
め
る
剛
壷
掘
で
あ
っ
て
、
從
っ
て
刺
戟
閾
叉
は

辮
別
閾
に
つ
き
て
も
、
其
．
数
魔
的
確
定
に
没
頭
し
、
刺
戟
閾
叉
は
騨
別
閾
を
規
定
せ
る
心
的
過
程
を

　
　
　
　
相
鍬
酌
騒
的
化
㎜
剛
獲
窪
の
客
脚
酬
的
～
内
獅
酬
酌
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
一
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哲
畢
蘇
究
　
　
第
護
十
諜
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
二

過
程
其
者
と
し
て
考
察
す
る
内
観
的
考
察
は
極
め
て
少
炉
。
携
尉
閾
の
測
定
者
の
申
に
は
．
準
々

ζ
の
心
的
過
程
を
内
聾
し
之
を
記
蓮
し
た
竜
の
竜
あ
る
が
．
之
等
の
學
者
に
あ
卦
て
竜
辮
劉
閾
の

内
観
的
考
察
を
爲
す
の
が
主
要
な
る
興
昧
で
は
な
く
し
て
、
辮
溺
閾
の
数
値
に
影
響
を
典
ふ
る
要

素
と
し
て
の
み
、
其
心
的
過
程
を
内
親
し
だ
の
で
あ
る
。
夫
故
に
合
・
日
嗣
で
の
乙
の
方
面
の
内
観

的
考
察
は
極
め
て
漸
片
的
で
あ
る
。

　
普
通
に
は
刺
戟
閾
（
蜀
Φ
一
凶
の
O
財
超
Φ
一
囲
Φ
）
と
は
辛
う
じ
て
漸
4
威
じ
得
る
威
奨
①
g
野
墓
切
字
①
国
警
ゆ
a

琵
σ
q
鼠
霧
冨
営
冒
巴
①
琶
娼
建
自
重
α
q
）
の
・
生
起
に
要
す
る
刺
戟
の
量
を
意
味
し
、
之
を
確
定
す
る
に
は
吾
人

の
域
官
に
あ
る
刺
戟
を
與
へ
て
、
あ
る
微
弱
な
る
誓
事
を
喚
起
し
、
其
の
威
畳
に
鷹
ず
る
刺
戟
の
量

を
測
定
し
て
居
る
。
然
ら
ば
果
し
て
か
く
し
て
得
π
る
こ
の
歎
賞
が
鹸
察
な
る
心
理
學
的
意
義

に
於
て
、
刺
戟
閾
と
云
ひ
得
る
で
あ
ら
う
か
。
問
題
は
ζ
の
砂
面
三
五
ざ
拷
忌
鼠
謹
σ
q
邸
ち
最
小
威
畳
の

内
観
的
考
察
か
ら
出
曝
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
晋
蓮
に
入
は
、
吾
人
が
暗
室
に
あ
る
時
に
は
光

畳
色
畳
無
く
、
防
纏
室
に
あ
る
時
は
音
の
薄
畳
無
く
、
普
遽
の
塗
氣
申
に
あ
る
時
は
嗅
畳
、
厘
畳
無
く
、

口
内
に
何
等
の
刺
戟
を
與
へ
な
い
時
、
味
畳
は
無
い
竜
の
と
考
．
へ
て
居
る
。
そ
し
て
こ
の
粗
雑
な

斯
界
を
基
礎
と
し
て
、
刺
戟
閾
の
測
定
が
行
は
れ
で
居
る
。
け
れ
ど
も
か
、
る
測
定
の
常
勝
に
於

て
、
所
謂
刺
戟
と
し
て
用
ひ
ち
る
、
刺
蔵
を
與
へ
無
い
以
前
に
果
し
て
刺
戟
せ
ち
る
ト
剰
官
に
何



囑

等
の
滅
畳
竜
春
在
し
な
い
の
で
あ
ら
う
か
。

　
余
は
経
験
的
霊
園
に
あ
う
て
は
、
意
識
現
象
は
主
観
的
並
に
客
観
的
條
件
に
墓
き
て
成
立
し
て
．

居
る
竜
の
と
信
じ
て
居
る
。
．
夫
ゆ
乏
に
全
然
、
内
外
の
客
観
的
條
件
を
除
去
し
、
言
忌
的
條
件
の
み

に
よ
う
て
現
實
の
意
識
が
成
立
し
得
る
や
否
や
は
、
経
’
験
的
に
は
決
定
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
形

誌
上
學
的
周
題
と
思
っ
て
居
る
。
け
れ
ど
耐
吾
入
の
生
存
し
て
居
る
限
O
は
圭
観
的
條
件
の
外

に
常
に
こ
の
客
槻
的
條
件
が
並
立
し
、
從
っ
て
こ
の
客
観
的
蒼
空
に
野
凝
す
る
直
接
の
心
的
過
程

た
る
血
忌
が
威
官
に
存
在
し
て
居
る
。
　
防
響
室
に
あ
．
ク
て
吾
人
は
所
謂
音
の
刺
戟
無
き
に
一
種

の
威
畳
を
耳
に
威
ず
る
こ
乏
が
で
き
る
。
　
そ
う
・
し
て
乙
の
毒
血
は
皮
膚
聾
、
筋
肉
畳
、
蓮
動
威
畳
語

と
は
全
く
別
種
の
戚
畳
で
あ
る
。
叉
暗
室
に
於
て
吾
入
は
眼
に
一
種
の
威
畳
を
畳
之
、
箪
に
塞
氣

申
に
あ
る
の
み
な
る
時
に
於
て
指
頭
に
一
種
の
膣
畳
を
戚
じ
て
居
る
。
か
く
の
如
く
吾
人
の
議

官
に
は
常
恒
の
微
弱
な
る
刺
戟
が
不
臨
働
い
て
居
る
か
ら
、
威
官
秘
画
に
刺
戟
閾
以
上
に
高
み
ら

れ
て
居
参
、
從
っ
て
、
特
殊
の
刺
戟
を
加
へ
な
い
時
で
あ
っ
て
竜
ハ
あ
る
種
の
蔵
蝿
は
常
に
存
在
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
つ
　
へ
　
ゐ

居
る
。
．
畏
友
千
葉
文
學
士
は
之
を
固
有
上
畳
と
名
け
て
居
ら
る
、
が
（
〔
ご
二
五
頁
当
か
、
る
．
域
畳
は

少
し
く
内
観
を
心
密
に
す
る
と
直
に
心
見
す
る
と
こ
ろ
の
竜
の
で
あ
る
。
ζ
、
の
威
畳
が
蚕
く
客

観
出
盛
戦
の
訣
画
せ
る
時
．
に
於
て
竜
依
然
と
し
、
て
成
立
し
得
る
か
否
か
は
疑
問
で
あ
る
が
、
余
は

　
　
　
　
粗
灘
朗
墾
化
櫻
灘
齪
蓬
の
客
翻
観
儘
W
内
獅
糊
的
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
船
端
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研
　
　
究
　
　
　
第
五
　
・
†
　
二
　
腋
釧
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
殴

微
賜
な
る
刺
戟
に
封
懸
し
て
成
立
せ
る
竜
の
と
推
定
し
て
居
る
。
而
か
し
て
馬
入
の
望
事
的
意

識
は
彊
烈
な
る
攣
化
に
饗
し
て
の
み
注
意
を
向
け
る
傾
向
が
強
い
か
ら
、
こ
の
微
弱
な
固
有
洋
舞

を
常
時
は
等
閑
覗
レ
て
居
る
。
加
之
各
権
官
は
順
鷹
性
を
有
す
る
か
。
常
に
存
在
せ
る
刺
戟
に

擁
し
て
漸
次
其
威
受
性
が
弱
く
な
ウ
、
從
っ
て
其
刺
戟
に
慮
ず
る
威
費
を
威
ず
る
の
度
は
漸
次
減

少
し
．
遽
に
恰
も
之
が
存
在
せ
ざ
る
か
の
如
く
思
ふ
に
至
る
の
で
あ
る
。
か
く
の
如
き
理
由
に
恥

き
吾
入
の
實
用
的
意
識
は
、
こ
の
微
弱
な
る
置
畳
を
注
意
し
な
い
の
で
あ
る
が
、
一
度
ζ
の
賞
用
的

意
識
の
濁
断
を
暫
し
、
眞
に
心
的
過
程
其
者
を
静
か
に
細
か
く
内
観
す
る
と
直
に
、
粗
雑
な
る
意
義

に
、
於
て
所
謂
外
的
刺
戟
の
存
在
．
せ
ざ
る
揚
合
に
、
こ
の
最
幽
滅
畳
の
常
恒
に
存
在
－
せ
る
ζ
と
に
」
氣

が
つ
く
。

　
こ
の
最
幽
威
畳
の
存
在
は
常
恒
で
あ
る
が
．
介
し
之
の
域
費
は
全
然
無
獲
化
の
儘
で
存
在
し
て

居
る
の
で
は
な
い
、
不
断
強
化
し
て
居
る
。
周
⑦
◎
冨
霞
竜
か
＼
る
最
幽
威
畳
の
存
在
と
其
鍵
化
と
を

認
め
て
居
る
が
、
義
は
之
を
精
紳
物
理
學
の
問
題
以
外
と
し
虎
（
ω
o
葎
。
警
①
夢
舞
営
騎
①
負
の
「
匡
呼
鐘
8
弱
9
謎
1

み
。
。
器
Φ
旨
哲
野
屋
風
Φ
7
。
・
・
碁
猛
勇
乱
5
翁
言
¢
冨
曽
ぎ
燭
舜
鼠
壁
撃
日
暮
≧
葺
屡
器
酔
鶉
私
書
Φ
一
Φ
p
①
汐
琶
Φ
巳
〒

筈
Φ
。
・
Φ
Φ
巳
ω
。
げ
謬
負
①
汐
窪
5
銘
急
ま
島
魯
害
宅
8
げ
㌍
①
7
0
三
Φ
澄
Φ
け
醤
匿
毬
巳
§
σ
Q
①
β
篭
㊦
尾
貯
写
Φ
議
づ
弩
窪
岸
偽
加
ω
窪
≧
窪

禦
ぎ
伽
Φ
鴫
舞
自
益
）
一
一
四
九
頁
）
。
本
甲
、
外
的
糟
赫
物
理
塁
b
Φ
霧
Φ
お
雲
関
魯
。
嘗
闇
鐸
）
は
所
載
と
威
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畳
と
の
關
係
を
其
研
究
の
戸
襖
と
し
、
威
豊
其
者
に
郵
凱
る
興
味
は
二
次
的
で
あ
る
か
ら
、
岡
⑦
o
論
説

が
最
幽
威
畳
其
者
の
謎
化
を
考
察
し
な
か
つ
だ
の
は
當
然
で
あ
る
が
．
純
輝
心
理
學
に
於
け
る
威

畳
の
問
題
は
、
刺
戟
と
乗
号
と
の
開
係
よ
ウ
竜
威
豊
莫
者
が
興
味
の
中
心
で
あ
り
．
其
憂
化
が
考
察

の
焦
織
で
あ
る
。
さ
れ
ば
先
づ
我
等
は
最
幽
戴
畳
の
鍵
化
に
内
観
を
加
へ
て
見
る
。

　
最
皇
威
畳
に
注
意
を
集
注
し
て
内
観
す
る
と
、
其
威
畳
は
常
に
同
一
の
事
態
に
止
る
乙
と
な
く

刹
那
前
々
に
憂
化
す
る
。
愚
意
化
叉
は
移
行
（
d
Φ
ぴ
零
σ
⇔
誓
σ
q
）
に
鷹
ず
る
餐
威
畳
は
、
同
一
域
畳
の
あ
る

色
彩
（
岡
珍
｝
）
誓
η
）
の
愛
盛
で
あ
る
か
、
或
は
心
し
き
性
質
の
威
畳
で
あ
ら
う
か
。
ぞ
毒
言
は
塵
畳
が

皮
膚
の
異
る
部
分
に
干
て
稽
異
る
の
事
實
を
塵
畳
の
局
所
的
色
彩
（
δ
下
下
鷺
防
げ
毒
q
q
三
鼎
⇔
讐
畠
Φ
旨
噂

b
平
氏
匹
と
届
け
て
．
こ
れ
は
域
畳
の
性
質
は
略
ぼ
同
様
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
絶
甥
に
同
一
で
な
い
と

考
へ
て
居
る
（
（
三
）
四
頁
）
。
今
假
に
ぐ
謬
象
の
意
見
に
從
ふ
な
ら
ば
、
最
幽
威
力
の
国
詞
を
同
一
威
畳

の
色
彩
の
女
皇
と
も
考
へ
ら
れ
る
。
け
れ
ど
竜
色
彩
の
攣
化
と
は
錦
も
如
何
な
る
こ
と
か
。
を
〒

β
窪
は
威
畳
の
性
質
が
略
ぼ
同
様
で
、
然
も
全
く
同
一
で
な
い
感
畳
を
色
彩
の
権
化
と
云
ふ
比
喩

的
な
表
現
で
示
し
て
居
る
が
、
威
望
の
性
質
が
略
ぼ
同
襟
で
全
く
同
一
で
な
い
と
は
如
何
な
る
意

昧
で
あ
ら
う
か
、
元
虚
威
畳
と
は
性
質
的
に
最
早
そ
れ
以
上
分
析
を
許
さ
幽
い
所
の
唯
一
の
性
質

を
有
す
る
心
的
存
在
で
あ
る
。
其
牲
質
が
梅
島
畠
で
あ
っ
て
決
し
て
σ
q
銘
魯
で
な
い
と
す
る
な

　
　
　
　
翻
封
酌
璽
化
閥
嚢
建
の
欝
概
的
内
糊
的
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
識
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哲
醗
　
研
　
究
　
　
第
五
＋
二
號
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
繭
へ

ら
ば
、
こ
は
弱
，
に
異
る
・
黒
字
で
な
く
七
は
な
ら
獄
い
。
然
る
に
・
毛
毒
急
守
は
皮
膚
の
異
る
部
分
に
於

け
る
威
畳
は
同
一
の
威
畳
の
色
彩
の
差
と
考
へ
て
居
る
。
名
当
無
の
み
な
ら
ず
多
く
⑱
心
理
學

者
は
皆
か
ぐ
考
へ
て
威
畳
の
局
標
凍
る
言
葉
を
許
し
て
居
る
。

心
理
端
者
が
か
く
の
如
き
見
解
を
抱
一
に
至
っ
た
原
因
嫉
阿
一
の
刺
戟
は
璽
種
の
威
官
に

算
し
て
、
常
に
同
一
種
の
威
畳
を
起
す
竜
の
で
あ
る
と
の
…
濾
測
に
急
い
て
居
る
。
け
れ
ど
も
、
純
粋

心
理
學
的
見
地
か
ら
見
れ
ば
こ
の
慮
測
は
許
容
せ
ら
れ
な
い
。
心
理
學
的
に
急
難
の
性
質
を
確

定
す
る
に
當
う
て
は
、
外
的
刺
戟
叉
は
滅
宮
の
種
類
を
直
擾
に
考
察
す
る
の
要
は
な
い
。
我
々
は
幽
、

戚
畳
其
者
の
晶
質
を
内
観
し
、
内
，
観
的
性
質
に
於
て
差
異
あ
れ
ば
、
之
㈹
分
析
を
加
へ
て
最
後
の
軍

一
性
質
の
駿
態
に
進
ま
ね
ば
な
ぢ
織
。
故
に
若
し
薄
畳
に
移
行
の
威
じ
が
起
つ
だ
、
と
せ
ば
、
其
感

費
は
前
行
の
置
畳
と
は
別
種
の
竜
の
と
認
む
べ
き
で
あ
ろ
。
二
様
者
の
差
異
が
明
か
に
意
識
せ

ら
れ
な
い
か
，
ら
、
．
一
般
の
學
者
は
こ
れ
を
威
畳
の
色
彩
の
礎
化
な
ど
と
解
議
す
る
に
至
る
の
で
あ

る
。
け
れ
ど
竜
内
観
的
に
は
巳
に
提
議
其
者
の
性
質
が
礎
化
し
、
新
し
、
き
牲
質
の
滅
壁
が
現
出
し

て
居
る
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
余
は
最
幽
法
長
の
鍵
化
は
、
薪
威
畳
の
鰻
生
に
基
く
と
考
へ
乃
。
［

　
本
察
威
畳
の
性
質
と
は
、
吾
人
が
心
的
，
過
程
に
勢
し
て
分
析
的
態
度
を
符
し
、
こ
の
態
度
を
徹
底

的
に
維
持
し
て
其
究
極
に
労
し
力
蒔
に
得
ら
る
＼
竜
の
で
あ
る
。
普
逓
に
心
理
二
者
は
同
一
掘
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動
数
を
有
す
る
母
音
膿
の
振
幅
の
多
少
に
懸
ず
る
馬
蹄
の
層
化
を
、
同
一
域
畳
の
強
度
の
墾
化
と

見
妬
し
、
同
一
曙
光
膿
の
距
離
の
大
小
に
鷹
ず
る
威
畳
の
墾
化
を
同
繍
威
贅
の
．
強
度
の
弁
化
と
考

へ
て
居
る
が
、
こ
れ
は
威
畳
其
者
の
考
察
か
ら
兼
つ
た
概
念
で
は
な
べ
し
て
、
外
的
刺
戟
の
特
徴
か

ら
心
的
麺
程
を
類
推
的
に
反
撃
し
カ
∵
結
果
聴
あ
る
。
」
余
は
前
」
に
威
囎
か
ら
張
度
の
概
念
を
騙
逐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
ロ
へ

し
カ
が
（
四
）
蝦
藻
に
同
．
咽
威
畳
の
色
彩
家
る
概
念
竜
除
去
し
だ
い
。
　
そ
う
し
て
從
家
「
色
彩
の
漫
化
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

と
し
て
港
へ
ら
れ
て
居
た
威
畳
の
特
質
は
性
質
の
差
異
と
な
す
の
正
當
な
る
を
信
ず
る
。
芝
毒
蓼

も
こ
の
色
彩
の
憂
化
を
、
あ
る
揚
合
に
は
性
贋
の
差
異
と
も
考
へ
て
居
る
（
（
三
）
四
頁
）
。

　
こ
の
威
聾
の
性
質
の
差
異
は
時
と
一
し
て
外
部
の
刺
戟
に
墓
き
、
時
と
し
｛
内
部
の
心
的
・
條
件
に

醜
い
て
現
ば
れ
る
。
若
し
其
差
異
が
外
部
の
刺
戟
に
．
基
い
，
て
，
現
は
れ
控
試
合
に
は
、
各
種
の
威
畳

に
鷹
ず
る
刺
戟
の
最
小
量
が
あ
る
。
そ
し
て
其
最
小
量
は
、
域
畳
の
悪
質
の
種
類
の
あ
ウ
得
る
だ

け
の
歎
が
存
在
．
す
る
筈
で
あ
る
。
　
普
通
に
は
歴
畳
・
昧
畳
・
光
二
等
に
は
唯
一
の
刺
戟
閾
が
存
在
し
、

．
之
の
刺
戟
閾
は
該
威
官
を
刺
戟
し
て
最
幽
界
壁
を
晒
せ
し
む
る
最
小
刺
戟
箆
と
し
用
び
ら
れ
て

居
る
。
然
る
に
最
幽
威
畳
は
人
智
醗
、
の
刺
戟
を
加
へ
ぎ
る
以
前
に
巳
に
存
在
し
て
居
る
と
す
れ

ば
、
か
玉
る
意
義
に
於
け
る
刺
戟
閾
准
ゐ
酪
砂
は
、
輕
燈
的
に
は
到
底
確
定
す
る
こ
ま
の
出
馨
な
い

竜
の
と
な
番
。
，
・
ノ
く
爵
饗
竜
既
に
こ
の
織
に
留
意
し
其
測
定
の
不
可
能
を
論
定
し
（
（
五
）
五
六
山
頁
）
、
千

　
　
　
　
鮒
…
撫
岬
的
嚇
帆
化
聞
懸
ハ
漕
栖
の
魏
届
魏
的
内
蜘
脚
的
鰹
♂
猟
瓢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
㌔
七
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哲
學
　
研
兜
　
　
第
五
十
二
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
八

葉
裏
學
士
込
其
絶
封
土
意
義
に
於
て
之
を
否
定
し
て
居
ら
る
る
（
（
一
）
二
五
頁
）
。
乙
の
概
念
を
鷹
用

心
理
學
に
於
て
相
野
的
或
は
便
宜
上
の
意
義
に
用
ゆ
る
こ
と
は
、
人
々
の
自
由
で
あ
る
が
、
科
學
的

心
理
學
の
概
念
と
し
て
は
輔
義
的
力
る
こ
と
を
要
す
る
。

　
零
Φ
び
霞
を
先
達
と
し
岡
Φ
呂
器
ざ
碧
窪
豪
を
経
て
襲
選
し
た
實
験
心
理
學
で
は
、
刺
戟
閾
の
概
念
は

土
に
麺
べ
鬼
る
如
く
規
定
し
な
が
ら
、
實
際
の
測
定
は
、
戚
官
に
常
春
的
に
働
い
て
居
る
類
自
律
の

所
謂
隠
導
影
器
糞
①
訟
。
げ
岩
島
①
閑
Φ
置
Φ
の
上
に
、
更
に
入
面
的
の
刺
戟
を
加
へ
（
（
五
）
五
六
唱
言
）
、
舅
8
画
筆
の

所
謂
｝
①
謎
Φ
囲
日
暮
鼠
毒
σ
9
（
（
二
）
一
一
四
九
頁
）
に
極
小
の
礎
化
を
興
へ
得
る
刺
戟
蚤
の
極
小
値
を
確
定
し

℃
居
る
の
で
あ
る
。
帥
ち
普
癒
に
測
定
せ
ら
れ
て
居
る
刺
戟
閾
は
巨
ω
①
昌
皆
暮
巳
葛
σ
g
に
極
小
の

…
漫
化
を
奥
へ
得
る
刺
戟
の
最
小
量
で
あ
る
。
こ
の
数
値
は
勿
論
測
定
が
可
能
で
あ
づ
、
叉
あ
る
程

度
の
心
理
學
的
意
義
が
あ
う
、
叉
鷹
用
心
理
學
か
ら
見
れ
ば
、
こ
の
言
値
は
精
紳
の
診
断
面
的
意
義

を
有
す
る
。
さ
れ
ば
か
、
る
意
義
の
刺
戟
闘
を
測
定
す
る
こ
と
は
一
個
の
心
理
學
的
事
業
に
相

違
無
い
が
、
余
は
其
意
義
の
確
定
を
欲
す
る
。
　
何
と
な
れ
ば
こ
の
意
義
が
確
定
し
な
い
と
、
心
理
学

．
の
登
組
織
の
申
に
混
む
べ
き
地
位
が
明
ら
か
で
な
く
、
從
っ
て
こ
れ
が
心
理
學
的
心
慰
確
定
ぜ
ず
、

爲
め
に
種
々
の
誤
解
と
謬
見
と
を
心
理
學
に
轍
益
す
る
旭
因
を
作
る
か
ら
で
あ
る
。

　
若
し
刺
戟
閾
を
以
て
最
撃
滅
畳
（
刷
Φ
冨
Φ
肥
薩
急
貯
篇
毎
曜
頓
）
に
極
少
の
性
質
的
獲
化
を
超
す
最
小
刺
戟
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量
と
見
る
聴
に
乙
の
刺
戟
閾
は
普
蓮
の
辣
劉
閾
の
特
殊
の
揚
合
に
過
ぎ
な
い
竜
の
と
な
る
。
辮

別
閾
と
は
一
定
の
威
畳
に
極
少
の
凝
化
を
與
へ
得
る
最
小
刺
戟
量
で
あ
る
が
、
≧
の
一
定
の
威
畳

に
封
ず
る
制
限
が
辮
蜘
閾
の
二
合
に
は
存
在
し
な
い
。
如
何
な
、
る
威
畳
で
も
差
支
へ
が
無
い
。

然
る
に
普
　
迎
の
刺
戟
閾
の
際
の
標
準
は
、
最
幽
威
畳
の
極
小
の
墾
化
に
限
定
せ
ら
れ
て
居
る
。
故

に
辮
別
閾
を
微
底
的
に
測
定
す
る
な
ら
ば
、
其
一
つ
の
揚
合
と
し
て
刺
戟
閾
竜
測
定
せ
ら
れ
て
居

る
筈
で
あ
う
、
叉
内
観
的
に
見
る
竜
野
者
の
間
に
根
本
的
の
相
違
は
無
く
．
爾
者
全
く
同
一
の
心
的

過
程
で
あ
る
。

　
今
周
Φ
o
げ
に
霧
の
憲
。
。
Φ
麟
ヨ
魯
民
瓢
口
㏄
E
に
あ
る
刺
戟
R
を
撫
へ
る
と
碧
な
る
域
畳
が
現
は
れ
、
こ
の

丑
に
あ
る
刺
戟
を
卿
へ
る
と
生
な
る
威
畳
が
生
ず
る
。
か
く
し
て
鱒
匿
．
い
口
、
W
宅
い
・
：
：
国
》
な
る

鞍
懸
の
系
列
に
．
鷹
ず
る
津
島
い
国
、
“
国
。
。
い
：
：
黎
、
な
る
刺
戟
の
系
列
が
成
立
す
る
。
こ
の
揚
合
に
於

て
皿
は
聾
・
・
Φ
国
言
嵐
巳
自
σ
q
で
あ
っ
て
、
R
は
嘘
馨
毒
㊦
馨
Φ
隠
匿
蓄
畠
Φ
嶺
①
ぎ
で
あ
る
。
　
そ
し
愈
て
峯
1

ゆ
が
普
蓮
の
刺
戟
閾
で
輿
縞
－
切
．
…
切
、
一
口
繍
い
二
野
一
痴
．
，
、
等
が
辮
別
閾
で
あ
る
。
郎
ち
刺
戟
閾
は
辮
別

閾
の
特
殊
の
揚
合
に
過
ぎ
叡
い
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
な
ら
ば
何
故
從
來
の
心
理
導
者
が
爾
余
を
明
か
に
聖
別
し
、
平
々
に
測
定
し
た
か
と
云
ふ

に
、
そ
は
全
く
精
興
の
客
観
的
誇
察
に
興
味
を
有
し
て
居
つ
禿
か
ら
で
あ
ぼ
。
前
に
も
蓮
べ
π
る

　
　
　
　
相
心
的
愛
化
悶
糟
製
輔
蓮
の
客
槻
的
肉
㍊
搬
的
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
九



　
　
　
　
　
哲
學
硯
究
．
算
流
＋
二
號
　
「
　
　
　
　
囁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
〇

阻
如
く
謹
勇
を
初
め
多
く
の
測
定
心
理
晒
者
は
、
耳
癖
作
用
を
一
種
の
能
力
と
見
倣
桜
外
物
の
知

　
骨
力
及
び
国
別
力
の
測
定
に
熱
申
し
た
。
か
㌧
る
見
地
に
於
て
は
、
精
紳
は
如
何
な
る
極
小
堅
甲

　
極
大
の
刺
・
戟
を
知
零
し
得
る
か
、
叉
こ
の
極
小
、
極
大
の
範
園
に
発
て
刺
戟
の
差
異
を
如
何
な
野
鶏

　
度
ま
で
辮
別
し
得
る
か
は
、
精
憩
能
力
の
照
査
の
申
心
問
題
に
相
違
な
い
。
從
っ
て
彼
等
は
刺
戟

　
閾
、
刺
戟
頂
、
辮
朋
閾
の
測
定
に
突
進
し
舟
の
で
あ
る
。
　
そ
う
し
て
品
定
青
田
冨
訟
多
謬
魯
Φ
．
脚
Φ
凶
器
　
に

　
注
意
す
る
乙
と
な
く
．
人
爲
・
麟
に
極
小
の
刺
戟
を
威
勢
に
加
へ
て
刺
戟
闘
を
確
定
し
、
二
種
の
刺
戟

　
を
周
り
時
叉
は
備
催
起
帥
に
伽
岬
へ
て
”
其
、
轍
卿
溺
闘
∵
乞
測
定
し
、
主
と
し
て
鵡
剛
者
に
生
理
的
血
患
義
を
與
へ
、
後

　
者
に
心
理
學
的
意
義
を
認
め
艶
（
（
五
）
五
★
扁
頁
）
。
・

　
　
　
　
　
　
　
2
新
な
る
意
義
に
於
け
る
刺
戟
闘

　
　
上
に
述
べ
だ
様
に
普
遍
に
使
用
せ
ら
る
、
刺
戟
閥
は
舞
刎
閾
の
申
に
抱
聾
す
る
こ
と
が
で
き

　
」
る
が
次
ぎ
に
來
惹
問
題
は
、
辮
別
閾
菰
る
名
稔
の
適
不
適
で
あ
る
。
こ
の
辮
別
閾
な
る
名
灘
が
杢

　
然
・
客
槻
蘭
見
地
よ
う
典
へ
ら
れ
歪
る
も
の
と
す
れ
は
其
名
望
は
適
當
で
あ
る
が
、
内
観
的
特
徴
に

　
基
き
丙
親
的
性
質
を
指
示
す
る
竜
の
．
と
せ
ば
余
は
其
不
予
な
籍
を
載
ず
る
。
今
指
頭
の
先
端
に

　
一
定
の
重
量
卿
を
加
へ
て
一
・
定
の
威
畳
野
を
喚
起
し
置
き
次
ぎ
に
其
欝
に
幽
定
量
を
．
加
へ
或
は

　
減
ず
る
蒔
は
欝
は
聾
叉
は
E
な
る
拳
闘
に
よ
う
て
掩
は
れ
た
あ
に
碧
醸
畳
は
唐
ら
消
滅
す
る
の



　
で
あ
る
。
ぞ
も
て
内
競
的
に
は
野
が
清
鳶
て
野
馬
は
騒
な
る
新
な
る
性
質
の
威
畳
が
現
は
れ
た

　
と
威
ず
る
。
而
し
て
其
際
野
と
掛
と
を
比
較
し
℃
其
差
異
を
宇
島
し
π
と
云
ふ
威
じ
怯
少
し
竜

　
な
い
。
ヒ
の
揚
合
に
於
て
吾
入
の
注
意
を
引
く
は
新
な
る
滅
畳
の
襲
、
生
と
い
ふ
威
で
あ
る
。
さ
．

　
れ
ば
其
際
に
働
い
て
据
乃
外
的
刺
戟
の
激
騰
新
興
費
の
駿
隼
に
必
要
な
る
刺
戟
の
、
最
小
量
で
、
あ

　
、
る
か
ら
、
新
な
み
意
義
に
於
て
之
を
刺
戟
閾
と
云
ム
之
と
竜
で
き
る
。
・
普
麺
に
刺
戟
閥
と
云
へ
ば
、

　
・
最
忌
事
畳
の
存
す
る
際
に
更
淀
．
瓢
な
る
．
威
畳
の
現
綴
す
る
に
要
す
る
最
小
刺
戟
蚤
で
あ
る
が
、
鼓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
発
陽
秘
も
㌔
隔
糠
、
、
、
勘
馳
．
、
㍉
、
、
、
梅
梅
、
聴
・
、
、
、
、

　
－
に
薪
准
ゐ
意
義
に
於
け
る
刺
戟
閾
と
ば
新
し
．
き
性
質
の
感
畳
を
喚
起
す
る
に
必
要
な
最
小
刺
戟

　
．
、
、
、
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．

　
量
で
あ
る
。
・
そ
う
し
て
こ
の
彊
威
畳
め
現
禺
．
す
・
る
直
雨
の
威
畳
の
性
質
に
、
何
等
の
制
限
を
加
へ

　
な
い
織
に
於
て
普
麺
の
刺
戟
闘
と
異
っ
て
居
る
。
　
　
　
　
　
‘
　
　
　
、
　
．
，
「

　
　
今
・
窪
に
述
べ
た
様
な
意
義
に
於
て
刺
戟
閾
を
使
用
．
す
る
時
は
、
」
刺
戟
…
闘
は
譲
受
㎡
性
を
指
示
す
，
る

　
指
敷
・
と
儲
る
の
み
な
ら
愛
重
の
数
は
繋
累
の
質
酌
差
異
の
歎
を
示
し
、
壌
域
壁
を
客
意
的
の
方
便

　
に
於
て
記
蓮
す
る
二
歳
撃
て
、
有
力
濾
る
表
現
の
．
手
段
と
な
る
の
セ
あ
る
。
我
々
は
幾
千
種
の
威

　
畳
㊨
質
を
鷲
別
す
る
瑛
興
蝋
々
．
に
鷹
ず
る
表
現
の
言
葉
を
有
し
て
屠
ら
璽
叉
其
一
々
に
鷹
ず
層

　
る
異
る
言
葉
を
創
作
す
る
こ
と
は
、
到
底
典
煩
に
堪
え
な
発
既
に
現
在
に
於
．
て
楽
音
畳
に
野
す

閥
る
表
現
は
、
圭
と
し
て
物
膿
の
振
動
歎
で
示
し
王
台
る
の
噂
あ
る
が
奈
億
威
畳
の
質
の
客
観
的
記

　
　
　
　
　
凝
鮒
朗
灘
化
濁
灘
讐
の
客
糎
的
内
君
曲
考
鱗
♂
　
、
　
　
．
　
　
　
　
．
　
　
　
．
、
　
　
　
電
一
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哲
墨
・
研
箆
　
第
義
＋
二
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二

載
を
其
戴
畳
を
喚
起
し
π
最
小
刺
戟
で
記
述
し
た
い
。
即
ち
「
幾
’
弼
の
刺
戟
量
に
て
刺
戟
し
だ
時

の
威
じ
」
と
云
ム
風
に
記
逃
し
だ
い
。
そ
う
す
れ
ば
何
人
竜
其
記
述
に
基
い
て
、
其
腱
に
記
蓮
せ
ら

れ
た
臓
畳
を
良
ら
経
験
し
て
見
る
こ
と
が
出
駕
る
。
二
二
に
余
は
域
畳
の
記
述
は
、
新
な
る
意
義

に
於
け
る
刺
戟
閾
に
て
記
述
ず
る
の
が
最
竜
客
観
的
で
面
も
素
謡
的
で
あ
る
と
思
ふ
の
で
あ
る
。

　
内
槻
的
性
質
其
者
を
例
証
に
甜
蓮
す
る
手
段
は
何
人
に
も
輿
へ
ら
れ
て
居
ら
綴
。
吾
入
が
之

を
他
人
の
理
解
に
訴
へ
ん
と
思
ふ
時
は
．
必
ず
何
等
か
の
符
號
を
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
粗
。
而

し
て
粟
符
號
と
し
て
一
般
に
は
日
常
使
用
す
る
言
語
が
使
用
せ
ら
れ
て
居
る
。
言
語
は
内
観
的

性
質
の
粗
塗
な
る
輪
廓
を
描
く
に
は
雲
斎
で
あ
る
が
、
詳
細
な
る
記
述
に
當
う
て
は
、
極
め
て
漠
然

π
る
の
み
な
ら
ず
、
種
や
の
誤
解
と
誤
謬
と
を
透
質
し
易
い
。
夫
故
に
誤
謬
と
誤
解
と
を
出
來
る

だ
け
縮
小
し
、
出
來
る
．
泥
け
精
密
な
る
五
雲
を
爲
さ
ん
と
欲
す
る
時
は
、
野
上
を
生
起
し
π
る
刺
戟

の
術
語
に
て
認
述
す
べ
き
で
あ
る
。
叉
出
來
る
な
ら
ば
刺
戟
其
者
に
て
認
述
す
る
が
よ
い
。
余

は
膏
の
戚
じ
を
黒
雲
記
述
す
る
に
は
蓄
音
器
に
學
び
、
色
彩
野
冊
の
記
述
は
色
彩
其
者
を
手
段
と

し
て
記
述
し
海
な
ら
ば
、
ど
う
で
あ
ら
う
か
と
湾
へ
て
居
る
。

　
塗
し
き
意
義
に
於
け
る
刺
戟
閾
に
聾
し
て
現
れ
た
新
患
麗
、
と
、
其
直
前
の
盤
威
勢
と
を
比
較
し

て
之
を
統
一
的
に
把
捉
せ
ん
と
す
る
態
度
を
取
る
と
、
同
一
性
質
の
刺
戟
に
慮
ず
る
新
冠
爾
今
畳
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は
相
互
に
統
一
的
に
把
捉
し
易
く
、
異
る
性
質
の
刺
戟
に
転
ず
る
新
・
奮
輪
編
畳
は
統
一
的
に
把
捉

す
る
こ
と
が
む
つ
か
し
く
．
隠
者
は
相
互
に
良
己
の
紀
和
性
を
主
張
す
る
が
如
く
に
思
は
れ
る
。

二
つ
の
威
畳
の
統
鳳
的
把
提
の
態
度
に
慶
し
て
現
は
る
、
乙
の
爾
様
の
特
徴
が
、
威
畳
の
性
質
・
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

差
別
の
第
二
の
標
徴
で
あ
る
。
夫
故
に
威
畳
の
質
的
差
刷
に
絶
封
的
と
相
野
的
と
が
あ
る
。
磯

生
し
た
る
威
畳
に
封
し
て
、
分
析
的
の
態
度
を
取
る
時
は
、
そ
が
他
の
威
畳
と
何
等
か
の
匿
別
を
示

す
時
は
其
の
威
畳
は
、
他
の
威
畳
と
質
的
面
面
が
あ
る
と
判
定
す
る
．
乏
は
絶
甥
的
意
義
に
於
け

る
質
的
差
異
で
あ
る
。
然
る
に
絶
野
蚕
意
義
に
於
て
質
的
差
異
を
有
す
る
二
種
の
雪
崩
竜
、
之
を

統
一
的
に
理
解
せ
ん
と
欲
す
る
態
度
に
於
て
は
あ
る
種
の
威
畳
ば
何
等
か
の
類
似
鮎
叉
は
共
通

織
が
あ
る
様
に
思
は
れ
る
。
換
諭
せ
ば
小
異
を
捨
て
、
大
同
を
漠
然
と
選
威
す
る
芝
が
で
き
る
。

偶
へ
ば
皮
膚
の
各
部
に
於
け
る
歴
訪
は
其
分
析
的
態
度
に
於
て
は
、
局
所
融
々
の
歴
畳
は
其
質
に

於
て
巳
に
嵩
三
二
の
指
摘
し
た
様
に
決
し
て
同
一
で
は
無
い
。
け
れ
ど
竜
其
小
異
を
捨
て
㌧
統

一
的
に
理
解
せ
5
と
恩
へ
ば
、
同
一
種
の
戚
畳
と
し
て
把
捉
す
る
こ
と
竜
で
き
る
。
こ
れ
が
多
く

の
學
者
が
皮
膚
の
各
部
の
特
殊
の
塵
畳
を
面
壁
漏
る
脚
般
概
念
に
て
概
漏
し
、
各
部
の
特
殊
牲
を

有
す
る
並
置
を
茜
雲
の
局
所
色
彩
δ
夢
δ
団
簿
び
琶
㈹
自
霞
d
憎
出
鼻
Φ
旨
意
巳
毒
σ
Q
）
（
（
島
西
頁
）
と
名
け
る
所
以

で
あ
る
。
翼
に
分
析
的
態
度
を
徹
底
す
る
な
ら
ば
、
厘
畳
の
局
厨
色
彩
は
塵
畳
の
質
的
相
違
で
あ

　
　
　
　
枳
鋤
的
攣
化
闘
嚢
建
の
雰
槻
的
内
槻
的
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
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膏
學
　
研
　
究
，
第
灘
十
二
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
七
四

る
が
、
統
〕
見
地
に
於
て
は
局
所
色
彩
は
副
典
的
意
義
を
與
へ
ら
ゐ
＼
に
至
る
の
で
あ
る
。
　
薫
箱

・
、
黛
は
．
層
畳
の
性
質
の
こ
の
絶
聾
晦
並
に
相
野
蘭
意
義
を
明
か
に
雇
利
し
て
居
ら
澱
か
ら
氏
は
威

豊
の
贋
紬
決
定
に
於
イ
常
に
臨
監
を
戚
じ
て
居
る
。
例
へ
ば
塵
畳
の
性
質
の
記
述
に
於
て
も
次

の
動
く
慶
味
な
表
現
を
用
ひ
て
居
る
。
窟
①
⇔
≧
鼻
Φ
目
野
鼠
§
㈹
Φ
♪
爵
。
騎
士
魯
融
Φ
o
浮
N
Φ
ぼ
o
P
蝕
毎
甑
陣
魯
‘

難
。
・
。
鼠
。
零
露
膚
包
Φ
伽
2
烈
撰
ξ
陣
。
ご
霧
重
書
雪
質
諺
凶
簿
Φ
貯
蓄
熟
婁
警
急
睾
欝
甥
汐
夢
器
三
巳
斎
言
。
圃
乱
。
。
。
。
㌶
夢
錯
聴
簿

魯
｝
聲
監
Φ
甑
彰
旨
。
飼
夢
落
箋
δ
σ
身
重
集
。
ζ
訟
蕊
二
鼠
器
撃
£
。
・
ぎ
影
碁
レ
釦
勘
0
9
．
（
（
三
）
四
頁
）
。

　
　
　
　
　
　
　
3
，
攣
化
閾
　
．
．

　
同
一
の
局
所
を
同
種
の
刺
戟
で
刺
戟
し
業
弱
戟
の
量
を
愛
琵
せ
し
あ
、
之
に
慮
ず
る
威
畳
を
分

折
釣
態
度
ぼ
於
て
内
観
す
る
時
は
、
苓
の
刺
戟
閾
に
懸
ず
る
域
畳
は
皆
質
的
に
異
っ
て
居
る
。
然

る
に
之
等
の
薮
畳
を
統
一
醜
に
理
解
せ
ん
と
す
・
る
臨
敏
同
一
剃
戟
の
蚤
の
相
違
に
癒
ず
る
威
畳

は
、
あ
る
一
概
念
に
抱
擁
し
易
い
の
で
あ
る
。
か
く
の
鋤
く
分
析
的
見
張
に
於
け
，
る
質
的
相
違
の

威
，
　
覚
」
を
、
統
一
的
見
地
に
於
て
輔
概
念
に
概
亡
し
、
こ
の
概
括
の
結
果
を
固
謝
し
な
が
ら
、
分
析
的
相

　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
　
へ
　
　
や
　
　
お
　
　
ゑ

違
を
認
定
す
る
と
舷
に
威
畳
の
強
度
な
る
概
念
が
褒
生
す
る
の
で
あ
る
。
故
に
威
畳
の
強
度
な

る
悪
の
は
、
分
析
的
態
度
に
煽
て
．
は
質
的
相
…
違
に
曇
る
の
で
あ
る
が
、
面
こ
的
態
度
に
窪
し
て
は
強

度
叉
は
局
所
色
彩
と
な
つ
．
て
・
現
れ
る
。
夫
故
に
統
一
麟
統
度
に
於
て
二
種
の
白
糠
を
比
較
す
る
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と
、
直
前
の
威
畳
騒
が
現
存
の
威
聾
矧
に
愛
化
し
差
と
考
へ
ら
れ
る
。
　
即
ち
統
一
的
態
度
に
於
て

　
ヘ
　
へ
　
な
　
ゑ
　
お
　
や

は
墾
化
の
意
識
が
特
色
を
爲
す
か
ら
、
こ
の
織
に
留
意
し
愛
馬
の
意
識
を
喚
起
し
だ
る
刺
戟
の
量

を
憂
化
閾
ハ
＜
。
蚤
鴛
§
σ
q
…
。
｝
・
・
’
・
亀
・
）
と
名
け
る
≧
芝
が
で
き
る
。
．
今
碕
多
く
の
昔
者
が
弊
捌
閾
と
築

け
て
居
る
竜
の
は
、
其
内
観
的
特
徴
か
ら
見
る
と
養
．
饗
膳
と
云
ふ
べ
ぎ
も
の
で
あ
る
。

　
　
．
．
　
　
．
、
も
辮
励
閾

　
既
に
浮
畠
冨
霞
の
指
摘
し
π
様
に
飛
雲
）
八
二
頁
呂
我
か
は
威
・
壁
の
差
別
と
し
て
威
ず
る
乙
と
な
く
し
．

．
て
、
あ
る
感
豊
を
他
の
感
畳
か
ら
優
刎
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
　
こ
め
勘
合
に
曾
て
も
心
的
態
度
は

噛
統
一
的
で
あ
る
が
、
鵬
か
な
。
ぎ
厩
鐘
鳥
冒
罵
雲
、
蕊
ウ
・
ヨ
露
｝
が
成
立
し
て
居
な
い
。
從
っ
て
』
彰
忌
巳
霞
㈹

o
営
塁
d
呉
。
謎
。
㌶
逃
口
と
6
艮
Φ
謎
幕
軍
融
ぎ
ご
屡
ξ
諭
死
毒
σ
登
と
は
明
か
に
貴
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

獲
化
閾
の
掌
握
に
於
て
は
後
者
の
意
識
は
あ
る
が
、
前
岩
の
意
識
は
其
主
要
素
で
は
な
い
。
域
豊

の
差
違
の
意
識
は
、
輩
な
る
威
畳
の
整
異
よ
ウ
竜
一
暦
高
次
の
意
識
活
動
（
客
落
δ
冨
Φ
を
奮
。
。
班
色
出
鍔
8

で
あ
る
。
こ
の
意
識
に
於
て
怯
多
く
の
威
塁
問
の
比
較
が
行
は
れ
、
（
参
・
。
切
象
謬
・
・
蕾
営
魯
冒
9
》
罵
Φ
臥
Φ
】
旨

”
嶺
凶
≦
置
。
｝
δ
⇔
野
禽
配
当
①
一
）
が
．
成
立
し
て
居
る
と
　
岡
o
o
｝
営
霞
　
が
述
べ
て
居
る
が
（
（
六
）
八
六
頁
）
、
か
く
の
如
き

特
徴
を
有
す
．
る
意
識
が
威
慰
す
る
際
の
客
概
酌
刺
戟
の
最
小
量
が
眞
の
意
味
の
要
塞
閾
で
あ
る
。

從
、
來
多
く
の
、
心
耀
學
細
螺
こ
の
憂
化
膿
と
「
辮
洌
閥
と
を
混
合
し
、
乙
の
何
れ
の
揚
喚
起
於
て
も
．
之

　
　
　
　
屈
零
幸
愛
化
購
畿
難
搬
客
掘
艶
凶
糊
豹
考
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
聖
職
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単
一
　
攣
　
　
樫
轍
　
　
究
　
　
　
第
五
　
十
・
　
二
　
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
山
ハ

を
一
般
に
辮
謡
曲
と
名
け
て
居
る
が
、
之
を
内
親
出
に
考
察
す
れ
ば
戯
者
は
明
か
に
順
位
を
異
に

す
る
意
識
活
動
で
あ
っ
て
、
語
別
閾
は
憂
妻
事
よ
う
竜
更
に
高
次
の
意
識
活
動
に
…
封
慰
す
る
も
の

で
あ
る
。
叉
軍
な
る
威
畳
の
意
識
且
鼻
乱
δ
｝
け
穿
・
…
窪
0
9
。
営
望
郷
竃
突
鼠
諺
σ
q
）
に
鶉
寵
す
る
刺
戟
閾
は

鍵
化
閾
よ
う
竜
更
に
下
次
の
意
識
活
動
で
あ
る
。

　
か
く
の
如
く
に
識
閾
の
概
念
を
心
的
現
象
の
内
観
醜
特
徴
に
基
き
て
種
々
に
湘
南
す
る
時
は
、

心
的
現
象
観
察
の
分
析
助
態
度
に
虚
し
て
は
無
鰍
の
質
的
差
異
に
懸
じ
無
心
の
刺
戟
閾
存
在
し
、

統
一
的
態
度
に
嫁
し
て
は
、
質
的
差
異
の
統
一
的
關
係
の
差
別
に
点
ず
る
籔
種
の
關
最
前
（
＜
Φ
昏
讐

蝕
湊
。
｝
毫
亀
Φ
）
が
存
在
す
る
こ
と
と
な
る
。
そ
し
て
こ
の
關
係
閾
は
下
次
の
竜
の
よ
う
漸
次
に
高
家

に
蓮
み
、
各
種
の
關
係
は
趣
に
ビ
Φ
ノ
菱
ω
。
。
欝
9
霧
魯
｝
｝
｝
①
罫
に
於
て
絶
勢
最
高
の
嗣
係
閾
に
擁
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
翫
獲
化
閾
の
螢
蓬

　
本
誌
第
四
十
八
號
に
記
載
し
π
る
慈
心
閾
畿
違
の
客
心
的
考
察
に
於
て
、
練
習
初
日
の
標
準
重

量
（
S
）
を
一
〇
〇
・
○
、
屍
、
墾
化
重
量
（
V
）
を
五
、
五
屍
と
面
し
て
…
漫
化
閾
を
測
定
せ
し
に
、
被
験
者
今
村
き

諏
嬢
に
あ
ウ
て
は
、
正
舗
断
藪
は
六
〇
％
で
あ
っ
π
が
、
二
H
に
は
六
九
％
、
三
日
に
は
九
一
％
に
達

し
て
居
る
ス
七
）
五
九
頁
」
。
こ
の
正
刻
断
歎
の
増
加
は
客
親
譲
見
地
或
は
慮
用
心
理
學
的
見
地
か
ら

見
れ
ば
辮
雨
性
の
登
達
と
見
ら
る
、
の
で
あ
る
が
、
内
親
酌
に
は
叫
〇
五
・
五
心
及
び
九
四
・
五
琵
に
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還
す
る
新
し
ぎ
露
量
の
愚
生
の
度
難
の
割
合
の
増
㈱
で
あ
る
。
練
習
初
日
に
於
け
る
被
験
者
楢

崎
の
こ
の
雨
刺
戟
に
癒
す
る
正
到
断
数
は
三
五
％
で
あ
っ
て
、
新
鳳
畳
薮
生
の
割
合
は
前
被
験
者

に
比
し
、
著
し
く
少
い
。
然
る
に
二
厨
に
は
五
〇
％
、
三
H
に
は
五
七
％
、
四
日
に
は
七
五
％
と
な
っ

て
其
数
の
次
第
に
増
加
せ
る
は
、
久
七
）
六
〇
i
六
二
頁
）
、
内
観
的
に
は
．
新
感
畳
登
生
の
度
数
の
堰
加
を

示
す
の
で
あ
る
。

　
被
綴
者
今
村
嬢
練
警
八
四
、
九
縫
、
十
ほ
の
正
調
里
数
を
見
る
に
、
何
れ
竜
九
〇
％
以
上
に
逮
し
て

宝
庫
へ
（
七
）
五
九
頁
）
、
此
結
果
に
よ
れ
ば
前
記
の
爾
刺
戟
に
喧
し
、
薪
域
壁
の
獲
現
度
鐵
は
殆
ん
ど
完

全
の
空
態
に
喧
し
て
居
る
。
以
後
練
習
を
二
十
臼
問
繊
績
せ
し
に
逮
に
九
四
、
五
位
、
九
五
琵
、
九
六

琵
、
九
七
．
白
装
、
九
八
、
琵
、
九
八
、
六
義
、
九
九
駕
、
醐
○
○
琵
．
嚇
○
噌
駕
、
…
（
）
噌
、
五
麗
、
噌
〇
丸
瓦
、
一
〇
二
、
五
琵
、

瞳
〇
三
熱
、
剛
〇
三
、
五
心
、
一
〇
四
点
、
噌
〇
五
八
、
嚇
〇
五
、
五
琵
の
十
七
種
の
刺
戟
量
に
豪
し
て
新
し

き
戴
畳
を
客
易
に
生
じ
得
る
に
至
つ
楚
。
練
警
初
期
に
あ
ウ
て
は
輔
〇
五
、
五
琵
及
び
喝
○
○
琵
、

九
四
、
五
屍
に
封
し
て
の
み
異
る
戴
畳
の
登
生
を
極
あ
て
不
完
全
に
戯
し
て
居
っ
た
の
で
あ
る
が
、

練
習
末
期
に
あ
・
9
て
は
こ
の
三
種
の
中
間
に
位
す
べ
き
新
威
畳
十
四
種
を
登
現
す
る
に
至
っ
て

居
る
。
し
て
見
れ
ば
練
習
に
よ
る
贈
爵
閾
の
無
心
は
客
商
的
に
は
憂
化
の
知
畳
能
の
畿
達
と
見

ら
る
＼
の
で
あ
る
け
れ
ど
悪
、
内
痛
心
に
は
薪
威
畳
登
生
の
過
程
の
増
進
で
あ
う
、
客
観
的
に
再
三

　
　
　
　
…
糊
欝
的
纐
佛
化
閾
鷺
…
轄
蜘
の
騨
脚
岬
的
内
麹
的
漕
・
察
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
七
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轡
學
研
究
　
第
五
牽
二
魏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八

「
戟
の
差
の
裏
漏
能
の
虚
無
は
内
観
的
に
は
新
戯
画
の
登
生
が
其
基
本
的
條
件
を
心
す
の
で
．
あ
る
。

　
被
験
者
檎
崎
に
於
て
毛
上
の
事
實
は
同
様
で
あ
っ
て
、
唯
少
し
く
粟
程
度
を
異
に
す
る
の
み
で

あ
る
。
即
ち
本
被
験
者
に
あ
ウ
て
は
．
練
習
劒
期
に
あ
ム
・
て
は
、
九
四
、
五
琵
、
一
〇
〇
琵
、
一
〇
王
、
五
琵

に
…
封
し
・
て
各
特
殊
．
の
点
滴
が
現
れ
て
居
だ
の
で
あ
る
が
、
練
習
後
期
に
あ
う
て
は
こ
の
刺
に
回
し

戦
の
外
に
、
こ
の
刺
戟
の
寧
問
に
位
す
る
九
五
斑
、
九
六
琵
、
九
六
、
商
議
幅
〇
三
、
五
琵
、
一
〇
四
緑
、
一
〇

五
画
面
六
種
の
刺
㎝
戟
に
潤
し
て
新
面
面
押
を
襲
生
し
得
る
に
董
つ
た
。
邸
ち
今
日
幡
豆
は
磁
心
三
十

臼
に
し
て
十
四
種
の
新
威
畳
を
、
櫓
碕
は
六
種
の
新
威
畳
を
登
生
せ
も
む
る
こ
と
が
で
き
π
。
　
一

般
に
威
昼
の
無
蓋
は
威
受
性
を
高
あ
る
竜
の
と
し
て
澹
へ
ら
れ
、
装
画
力
の
練
習
は
講
話
性
な
る

特
殊
の
感
能
を
環
遽
せ
し
あ
る
竜
の
＼
如
く
に
考
へ
ら
れ
て
居
る
け
れ
ど
竜
、
こ
の
際
に
現
、
は
る

、
現
象
を
内
観
す
る
と
点
者
の
揚
合
に
於
て
其
基
本
と
な
る
込
の
は
薪
青
畳
の
磯
生
と
い
ふ
興

味
あ
る
二
二
で
あ
る
。
・
即
ち
我
等
は
練
習
に
よ
う
て
、
あ
る
能
力
を
櫓
諒
せ
し
む
る
の
で
は
な
い
。
．

練
習
に
よ
う
C
，
あ
る
能
力
を
櫓
進
せ
し
む
る
と
脊
へ
る
の
は
、
鷹
用
心
理
學
の
立
揚
か
ら
、
客
凱
的

に
心
的
現
象
を
考
察
し
π
言
ひ
現
は
し
方
で
あ
る
。
内
親
的
に
、
は
玉
無
経
験
し
な
か
つ
π
薪
な

る
心
的
現
象
が
現
は
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
而
し
て
威
畳
の
練
饗
の
揚
合
に
於
．
て
は
，
普
癒
の
人
の

経
験
す
る
こ
ど
の
で
き
な
い
厨
の
性
質
の
異
つ
差
薪
威
畳
が
生
起
し
、
威
麗
の
世
界
が
漸
次
に
豊



富
と
な
る
ζ
と
で
あ
る
（
完
）
。

　
　
本
川
備
は
里
桜
…
か
に
考
へ
、
…
詐
体
濡
す
べ
き
筈
で
あ
っ
た
が
、

　
　
後
講
期
を
得
て
再
考
す
る
こ
と
に
す
る
。

（
閣
）

（
二
）

“
ヨ
）

（
四
）

（
五
）

（
六
）

（
七
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
誌
種
の
審
情
は
聯
…
謄
躍
を
許
さ
な
い
。
そ
れ
で
造
設
な
が
ら
其
輪
廓
の
み
を
描
き
・
詳
細
は

丈
學
士
ヂ
葉
胤
成
識
別
作
用
の
非
艶
薬
に
つ
き
て
、
民
本
心
理
醗
難
誌
第
蓉
葛
根
大
正
八
年
七
銭

団
㊦
o
び
鐸
①
ン
Φ
．
哺
¢
国
囲
。
溝
。
匿
。
自
霞
思
塁
。
び
。
噂
げ
蓄
節
》
国
湊
倖
。
暴
び
⑩
嘗
μ
o
◎
8
．

困
ぎ
巳
ぴ
ノ
く
●
Q
讐
監
呉
σ
。
Φ
匙
霞
鐸
琶
。
ご
σ
Q
帥
孤
鼻
魯
翻
饗
9
同
。
σ
Q
5
N
毒
口
琶
望
曇
り
鷺
お

櫓
…
醗
淺
太
郎
　
感
蝿
の
強
度
に
闘
す
る
疑
義
　
哲
藁
研
究
　
大
正
八
年
八
月

婁
質
澤
爵
説
”
霧
諺
禽
費
Φ
（
げ
導
急
曇
日
。
㎞
£
欝
昌
§
雰
団
。
ぎ
圏
。
σ
。
凶
σ
属
誌
窪
野
真
葛
O
鈴

団
題
げ
昌
q
”
蛮
§
ポ
翼
＄
ご
o
H
二
〇
飾
鍵
屑
藁
畠
っ
覧
q
ゆ
節
N
ジ
，
Φ
騨
霞
日
ぽ
≠
μ
G
◎
の
O
●

総
隣
淺
太
郎
　
相
目
的
憂
化
輿
望
逡
の
客
槻
駒
内
槻
駒
留
祭
．
蕾
學
研
究
　
第
四
十
八
號
大
正
九
年
三
月
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翔
胴
封
的
繊
隅
化
閣
懸
｛
漕
～
の
驚
蒲
観
約
内
魏
的
鰹
濠
鋸

七
九


